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クリタケ「ハナレ現象」の解明
ー里山におけるきのこの栽培と増殖のためにー

1 はじめに

クリタケ(モヱギタケ科クリタケ属)は.駄に

u、Jil!樹の枯木などに引挙当寸るきのこです.食味に

慣れ、占くから親しまれています.昭和 50年代

iこi長野県内でも1I巨木崎府が開始されました.

シイタケのホグ木に111，、られるコサラやクヌギ

以外的雑木で韓併が IIffj主なことから、資献のイi効

利川のl(liからも11:nされています.

夕日夕ケの原木韓併は、 Iュとして非に械的を原

水に接M<した陸、倒的のJj;l本への活者を促進する

『仮伏せJを経て枠内の 1:嶋中に埋設する 『本伏

せJを行い.きのこの亮生を持つのが一般的な)J

Itです.fi[<耐を接附してから l年半世の秋にき

のこの括生が始まり.その桂何年ほぽ同時期に4

-5{1川は収般可能です.

クリタケの脱水枕trtを行うと 輔閣を接附した

郎本から，u:lffiきの二が措'1::.するだけでなく、凪本

から数cmから 1mf'，山A雌れた t暗中からも提'1ーし

ている現象に遭遇します (写fi-<) .さらに、

クリタケ載培試験において、試験区の標識として

仰木近くの地[fiiに足した f杭J (写真一2)平原

本近くの f伐恨』からきのこが措生している現晶

を見ることもあります.二のようなf児島は、生産

現場では fハヲレJなどとJわれています(以 F

fハナレ現象J) • 

「ハナレ脱線j の機構については.原本内のw
糸体が士嶋中の有機物に聾延して組こることなど

を浪然と指摘する韓併技術.'lはありますが、別融

な検討例はありません.モニで 「ハナレ製品!J

のJJ;l闘を"1らかにすることにしました.これらの

槽十時を解明し応川することによって、クリタクを

J.;lfttfすると同日制ムクリクケを林内へ自然m殖さ

せることが可能になると勾えています.以 FIこ、

これまでの検討結単について鮒介します .

2 クリタケの r，、ナレ現章』の解明

「ハナレ県高とjの郎闘を"1らかにするため、原

本4主的において Jj江本から航れて控生したきのこ

がどこから生えているか. 1"1¥<に 1ーを陥って調べ
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ました，その結晶、きのこの革がl直接原木から発

生せず、 f棋状，1i，r，、点Jと呼ばれる組物の恨に似

た峰糸町車からきのこが発生している状況が且ら

れました{写真一3.図-I ) • 

さらに、 上記の現象が偶然-"\-"!ネ持軍のJI~倒ではな

く、クリタケについて一般的に起こる現象かどう

か検JiEするために設幽版本雄附と曲床械情によ

りI作製拭験を行いま した.その鮎巣、いずれの場

合も制状的才、東の形成ときのこの費生を醐認しま

した(写fi-4、5) • 

3 根状菌糸東町役割

写真ー，1(本Ill!における
『ハナレ現象』

写真吃 栂血統
からの先生

クリタケ「ハサレ製品JのIj江閃として、少なく

とも制状幽糸車が関与していることが.以上の検

討により検証できました.

それでは、制状梢糸車はきの二がn然界で生き

ていくためにどのような1!J:'.剖を柴たしているので

しょう力、

これまでの研究例此び成，Ilに記載されている純

作、仮説、推論も育めてまとめると 般的に以 F

の2っと日われています.
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写夏-3 0前木議18での組状菌糸束h、らの"笠 図 1恨状薗*'ヨ医のM成ときのこの発生

. 
写真-，殺菌原木鏡l!での楓伏薗糸蒸かもの発生 写真一5薗底哩般による先生 写a-<死援した根からの完全

(1)新たな腐朽材への胞子の部下(きのこの

畳生). 

(2) 111糸体の(111長に必盟な栄接点の擾件 (!首

長、 リン得). 

(1)については、今回報告している研究結果

もこれを高付けるものです.クリタケが自身町生

息範凶を町、Jにするため.少しでも述くへ胞子を落

下させる機榊として働いていま寸 。

(2)のlH状111糸車が栄晶#?の運慨を担ってい

るかどうかについては、クリタケでは今のと ころ

臨diEはなく、仮説の段防です.

4 r，、ナレ現量』の他的要因

r，、 r レ現晶j 町全てが、悦状 111糸~ミによるも

のではなく 木材腐判的であるクリタケのf到来、が、

死輔した随物の陥 落盤、端技など土嶋中の有機

物に仲良して起こる倒も同時に観摸されています

r早良-6) • 

いずれにしても‘クリタケのI¥'l殖機構として、

l1i糸14<.fli糸点、阪状雌糸点植物の刷、昨集、

昨伎などがl則係した地中における用航機情が存利

することをボすことができました.

5 

5 自然増殖館導への応用

クリタケのI¥'l殖機構を、 Ijt山におけるクリタケ

のn然明朗技術としてmかすことが肱に必要にな

ります.このI¥'l殖技術についても.現在.実斑試

験を実施していますが‘詳しくは別的機会とさせ

ていただきます.

6 おわりに

今同制介した可l'fIiの一部は 文部科学'百科学研

究費補助金:lI!姐 I1望台m晶系をJfJいる rrUJJきのこ

のm摘技術の開先J&び県林水産省股林水産研究

高度化!停車諜姐 r11!llJを活JlIしたきのこの技用品

びI¥'l描システムの1>>1弛j の環として実施したも

のです

fil州 J;:，~N;理学部、凶長野県農村工業研究所、 JA

1:伊郎、昆の町うすだ山東きのこ生産組合などと

共同L..きのこによるrn山蜂備の促進を目指 して、

現在も峨々な観点から進めていますo 'H山の括m
q)-WJになれば幸いです.

(特産:m I¥'l野和彦)
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